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しばしば省略される。また、述語には動詞述語と名詞述語 1 の 2 種類がある。 
 
(1) …. [述語 ua  hoʻoikaika  nui] [主語ʻo ia] [その他 ma kēia hana]…. 
PF  work hard  much    he       at  this work2 
「彼はこの仕事で大いに頑張った。」Fornander (1918-1919:543) 
(2) [述語 Ma kona ʻike       kilokilo] [主語 keia ʻōlelo.] 
at  his  knowledge seer         this word 



















(4) Ua make anei ʻoe? 
PF die   QU you 
「あなたは死んだのか。」 Beckwith (1997:551) 
(5) ….a    lohe i   ka  make o  Kahekili.… 
when hear AC  the death of  K. 
「Kahekili の死のことを聞いた時」Fornander (1918-1919:693) 
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(6))で用いられる kanaka という単語が、動詞的に用いられる(例(7))ことがある。 
 
(6) ….e   hāʻawi mai  ʻoe  i   kekahi kanaka na'u.  
CM  give  DR  you  AC some  person for me 
「誰か一人私にください。」Fornander (1916-1917:693) 
(7) …. a    hiki  i ka  iwakālua, ua kanaka makua ia.  
when reach to the 20       PF person mature he 










(8) i) 動詞後接語：時制・相指標(tense aspect marker) 
ii) 名詞後接語：前置詞、限定詞、指小詞、複数指標 
 















ハワイ語における名詞句と動詞句の区分に関わる曖昧性について                     塩谷 亨 
                                                                        
1.3. 後接語 he の概略と先行研究のまとめ 
今回扱う he は後接語の一つである。後接語 he は従来、不定冠詞とみなされていたが、そ
の後様々な分析がなされてきたものである。 






(9) He holoholona laka        ka  pipi.  
?  animal    domesticated the cattle 
「牛は家畜化された動物だ。」Mookini (1985:55) 
(10) He ono     loa  kona ʻiʻo.… 
?  delicious very  its  meat 
「それの肉はとてもおいしい。」Mookini (1985:55) 
(11) …. he hoʻolohe ka makani iā  ia… 
?  listen   the wind  AC her 
「…風は彼女の言うことを聞く… 」(Fornander 1918-1919:73) 
 












析が提案された。Kamana and Wilson (1977)、Cook (1999)は様々な状況で mea は省略されると
指摘している。これによると、上記の(10)と(11)は以下の様に分析される。（以下、(12)と(13) 
として、(10)と(11)に Cook らの分析を適用した場合にどのようになるかを提示する。） 
 
(12) =(10)He (mea) ono     loa  kona ʻiʻo.… 
?  thing delicious very  its  meat 「それの肉はとてもおいしい(ものだ)。」 
北海道言語文化研究                                       北海道言語研究会 
No. 18, 91-109, 2020. 
 
(13) =(11)…. he (mea) hoʻolohe ka makani iā ia.… 











て表す場合、通常は、mea hoʻolohe iā ia「彼女の言うことを聞く者」のように目的語と一体と
して関係節を成すはずである。また、たまたま、上記の(12)ではうまく行ったが、[mea+動詞]
は必ずしも「~であるもの/~するもの」という意味になるわけではない。例えば、Carter (1996)
が引用しているこの見えない mea による分析例として次のようなものがある。 
 
(14) He (mea) ‘ai ‘o ia i ka palaoa. 








(15) He mea ‘ai  nā kalo moa.   






（例(14)で言えば He ‘ai ‘o ia i ka palaoa）にはそのような曖昧性はなく、主語と目的語が明確
に示された他動詞述語文（例(14)で言えば「彼はパンを食べる」）である。このようなことか
ら、見えない mea が省略されているという分析には問題がある。 
 このような、見えない mea が省略されているとする分析に対する対案として、Carter (1996)
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が he をコピュラ動詞という全く新しい範疇として分析することを提案した。コピュラ動詞自







Shionoya (2009)では、he の機能を明確に二つに分けるということを提案した 6。すなわち、
名詞句を導く he については前置詞(具体的には前置詞‘o (neutral case marker7))の機能と不定冠
詞の機能が統合された he1、動詞句を導く he については属性を表す時制・相指標の he2、の二
つの機能とした。名詞句を導く he の機能と動詞句を導く he の機能を分離することにより、
コピュラ動詞のような特殊な範疇を設定したり、見えない名詞 mea の存在を想定したり、he
のみに適用される特別ルールを設定することもなく、無理のない分析を提示することができ
た 8。本稿では Shionoya (2009)の分析を採用する。それによれば、上掲の例文(9)-(11)は以下
の様に分析される。 
 
(16) =(9) He    holoholona laka         ka  pipi.  
NC-ID  animal   domesticated  the cattle 
「牛は家畜化された動物だ。」Mookini (1985:55) 
(17) =(10)He ono     loa  kona ʻiʻo.… 
AT delicious very  its  meat 
「それの肉はとてもおいしい。」Mookini (1985:55) 
(18) =(11)…. He  hoʻolohe ka makani iā  ia.… 
AT  listen   the wind  AC her 
「…風は彼女の言うことを聞く… 」Fornander (1918-1919:73) 
 
例(16)で名詞述語を導く he は前置詞(neutral case marker)と不定冠詞の機能が統合されたもの、
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第 2 節では、he の様々な用法について、he が名詞に付加される場合（2.1 節）と、he が動
詞に付加される場合（2.2 節）に分けて、he が付加された句がどのような構造の文でそれぞ
れどのような意味を表しているのか記述する。第 3 節では、he が導く句が名詞句であるか動
詞句であるかの区別の曖昧性について考察する。まず、第 2 節で示された様々な文の構造を
整理し(3.1.節)、主語に完全な名詞句が来る場合（3.2.節）と主語が所有形のみの場合（3.3.




2. he の様々な用法とその表す意味 
2.1. [he+名詞] 











最も頻繁に見られる用法は「A は B である」という意味の文の述語を成す場合である。 
 
(19) He     aliʻi  ʻo  Pineaikalani, ko  kupunakāne.… 
NC-ID  chief  PR P…        your grandfather  
「君の祖父、Pineaikalani は貴族だ…」Fornander (1916-1917:373) 
(20) =(2)He      holoholona laka        ka  pipi.  
NC-ID  animal    domesticated the cattle 
「牛は家畜化された動物だ。」Mookini (1985:55) 
 
このような文は類包含(class inclusion)文と呼ばれてきたものである（Schütz, Kanada and Cook 
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(2005:36)）。例文(19)では主語名詞句ʻo Pineaikalani が he の導く名詞句 he aliʻi が表す「貴族」
という類の中に属するという意味を、例文(20)では、主語名詞句 ka pipi「牛」が he が導く名





(21) （類包含文）[述語 NP he N1][主語 NP NP2]「NP2 は N1（という類に属するもの）である」 
  
2.1.2. 「A は B を持っている」 
 もう一つの用法は「A は B を持っている」という所有の意味を表す所有文を成す場合であ
る。所有文でも、類包含文と同様に述語名詞句は[he+N]であるが、主語名詞句は所有形のみ
から成る。ハワイ語には所有形が 3 系統あるが、所有文で用いられるのは、そのうち、[kō/kā 
+NP]という形式を持つものである。kō と kā の選択はおおまかには所有権の制御の有無によ
り決まり、例えば、子供のように所有権を制御できる（子供は養子として移譲可能）場合（例
(22)）には kā を、自分の身体部位の様に所有権を制御できない場合(例(23))には kō を用いる。
NP に当たる部分が単数人称代名詞の場合には短縮形が用いられる。例えば、1 人称単数代名
詞は au であるが、kā+au は kaʻu という短縮形が用いられる（例(22)）。 
 
(22) ʻAe… he    keiki kaʻu. 
Yes  NC-ID child my 
「はい…私には子供がいます。」Fornander (1916-1917:551) 
(23) He    lehelehe lōʻihi kō  ka  laehaokela.…  









(24) （所有文）[述語 NP he N1][ 主語 NP kō/kā-NP2]「NP2 は N1（という類に属するもの） 
を持つ」 
(lit. NP2 のは N1 だ。)                                           
 
主語名詞句の中核となる名詞が省かれているという点以外は前述の類包含文と構造的にも意
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(25) …. a  loaʻa       iā ia  he    kaulua10.…  
  and  be obtained to him NC-ID double hull canoe 
「…そして、彼は双胴カヌーを得た」(lit.彼に双胴カヌーが得られた) 
Beckwith (1997:545) 
(26) …. a    hānau   he      keiki kane11….   









(27) （動詞の不定の主語/目的語）[NP he N] 「N（という類に属するもの）が/を」  
 




ることができるということである 12。例えば、he と名詞の間には複数指標 mau、指小詞 wahi
等が来ることができる。 
 
(28) He      mau lā  makani kekahi.….  
NC-ID  PL  day wind  some 
「風の日もある」(lit.いくつかは風の日である) Beckwith (2007:99) 
(29) He     wahi akua malimali ʻo  Hanaaumoe. 
NC-ID  PC good flatter  PR H…. 
「Hanaaumoe は人に媚びるちょっとした神である。」Fornander (1916-1917:477) 
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尚、複数指標 mau、指小詞 wahi は名詞句特有の要素であり、動詞句には用いられない。すな
わち、それらは he と名詞の間に現れるものであり、後述する[he+動詞]においては現れない。 
 
2.2. [he+動詞] 
2.2.1. [he 状態動詞]（動詞述語文） 




(30) …. he  keokeo kō lākou mau lālā,    he nunui  ka lau. 
  AT  white  PO they PL  branch  AT big   the leaf 
「…, それらの枝は白く、葉は大きい。」Fornander (1918-1919:609) 
(31) He   lohi ka  hoki.… 





(32) （性質・特徴）[述語 VP he Vs][主語 NP NP][その他] 「NP は Vs だ」 
 





(33) …. he hele   wale nō    ka  uhane.… 
AT wander just indeed the spirit  
「….霊魂はたださまよい.…」Fornander (1917-1918:577) 
(34) .… he noho ke kanaka maluna  a  holo.… 
AT sit  the person on     and move 
「人は(馬の)上に座り、移動する…」Malo (1987:30) 
(35) ….he  hoʻolohe ka makani iā  ia…. 
AT listen   the wind  AC her 
「.…風は彼女の言うことを聞く....」 Fornander (1918-1919:73) 
(36) …. he lawe no    laua i   ke kanaka ma ko  laua kua.… 
AT take indeed they AC the person at  PO  they back 
「それら(=ラバとロバ)はそれらの背で人を運ぶ」 Malo (1987:30) 
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(37) （習慣・習性）[述語 VP he Vi][主語 NP NP][その他]  
「NP は Vi(行為動詞/自動詞)する」 
(38) （習慣・習性）[述語 VP he Vt][主語 NP NP1][目的語 NP NP2]  
「NP1 は NP2 を Vt(行為動詞/他動詞)する」 
 





(39) He hoʻonoho ʻia ka holua  i ka  pōhaku me  ka lepo…. 
AT set      PA the sled  at the  rock  with the dirt 
「そりは岩と土の所に置かれる。」Malo (1987:147) 
(40) He makemake nui  ʻia kēia wahi manu…. 
AT want     much PA this  PC  bird 




(41) （習慣・習性）[述語 VP he Vt ʻia][主語 NP NP] 「NP は Vt(行為動詞/他動詞)される」 
 
2.2.4. 述語部分に状態動詞・行為動詞が用いられる所有文 







(42) He   ʻawaʻawa hoʻi    ko ke kai.… 
NC-ID bitter    indeed  PO the seawater 
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られる。この文の構造は次の様にまとめられる。 
 





(44) .… he   lohe wale nō   kona. 
NC-ID hear just indeed his 
「彼は聞いたことがあっただけだ。」(lit.彼は聞くことを持つ) 
  Fornander (1916-1917:333) 
(45) .… he    ʻae  wale nō   kā ke keiki. 
NC-ID agree just indeed PO the child 






(46) [述語 NP he N(<Vi/Vt)][ 主語 NP kō/kā -NP2] 
「NP は~すること（という経験・選択肢）を持つ」 
 
3. he が導く句についての曖昧性  





(47) i)  [he V/N] [NP]       … 名詞述語文(類包含文)、動詞文(状態動詞文、行為動詞文) 
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(48) [述語 NP He     aliʻi ]  [主語 NP ʻo  Pineaikalani].… 
NC-ID  chief         PR  P….   
「Pineaikalani は貴族だ…」(Fornander 1916-1917:373) 
(49) …. [述語 VP he akamai ] [主語 NP ʻo Kahiko] .…       
AT smart          PR K…  
「….Kahiko は賢い。」Malo (1987:159) 
 








(50) [he V/N] [NP]の意味による区分 
[he N] [NP]X は Y という類に属する    …名詞述語文（類包含文） 
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(51) He       poepoe      ka honua.   
NC-ID/AT  round/sphere the earth 






 尚、2.1.4.節で述べたように、he と名詞の間に名詞句特有の接語である複数指標 mau（N が
複数であることを示す）や指小詞 wahi「ちょっとした」等の後接語がある場合には、その句
は専ら名詞句であり曖昧性は生じない。すなわち、[he mau N] [NP]（例(28)）や[he wahi N] [NP]









(52) He   pepeiaohao kō ka laehaokela, 
NC-ID horn      PO the rhinoceros 
「サイは角を持っている。」（lit. サイのは角だ）Mookini (1985:67) 
(53) He lōʻihi ke ola ʻana  o ka elepani,  he pōkole kō ke kanaka. 
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示されると述べたが、he が導く句に関してはその例外となる、すなわち、後接語が he のみ
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語の近親言語であるタヒチ語にはちょうどハワイ語の he と対応する後接語 e があり、その振




















3 ハワイ語の句構造について Elbert and Pukui (1979:41)は±preposed elements + nuclear elements(後置される
修飾語要素も含む) ± postposed elements のように記述している。本稿ではそれに若干修正を施し、
preposed / postposed elements という曖昧な言葉の代わりに後接語(proclitic)と前接語 (enclitic)という術
語を用い、nuclear element を中核となる名詞/動詞とそれに後置される修飾語とに分割した。 
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5 例えば、サモア語の不定冠詞 se がハワイ語の he と同系であるが、近年の記述である Mosel and Hovdhaugen 
(1992:149)でも、サモア語の不定冠詞 se は他の冠詞と同様の振る舞いをすることが指摘されており、現
在でも不定冠詞としての分析に異論は出されていない。 
6 Cook (1999:58)も従来の不定冠詞としての分析を支持する一方で、一つの可能性として、不定冠詞の he
とは別物として、習慣相を表す時制・相マーカー(tense aspect marker)としての he を想定する可能性に
ついて示唆しているが、可能性の提示にとどまり、それ以上論を進めていない。 
7 述語名詞句、固有名詞の前、同格名詞句、トピック名詞句など、特定の格を持たない名詞句に付加され
る前置詞という意味で、neutral case marker と呼んでいる。 
8 このうち前置詞と冠詞の機能が統合された不定冠詞としての he の分析については塩谷 (1996)参照。また、
塩谷 (2000)では、もう一つの可能性として、今回議論している二つの he の機能を両方とも属性を表す
時制・相指標としてまとめることはできないか、すなわち、he が導く句は全て動詞句として（名詞句
ではなく）分析できるのではないかという可能性に言及しているが、それ以上論を進めていない。 
9 .… lawa  nō    koʻu lei, lawa  ʻole nō    kou. 
enough indeed my  lei enough not indeed your 
「…私のレイは完成だ、あなたのは完成ではない。」 Fornander (1918-1919:707) 
上記の例で、前半では koʻu lei「私のレイ」のように[所有形＋名詞]という形をとっているが、後半で
は kou「あなたの」という所有形だけで主語名詞句を形成している。 
10 第 1 節でのべたように、ハワイ語の基本語順は<述語-主語-その他>であるが、この loaʻa は例外的な状態
動詞であり、しばしば、<述語-その他-主語>という語順で用いられる。 
11 通常であれば、目的語名詞句には後接語（前置詞）i が付加されるが、he の前にはそれは付加されない。
he と前置詞が共起しない理由として、本稿では塩谷 (1996)及び Shionoya (2009)の分析を採用し、he に
は既に前置詞の機能と冠詞の機能が統合されているため、他の前置詞とは共起できないと考える。 
12 Shionoya (2009)及び塩谷(1996)の分析では後接語 he には前置詞と冠詞の機能が統合されている。従って、
他の前置詞や冠詞と共起しないのは当然と考えられる。 
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「座る」という行為を表す動詞としての意味から、「椅子」という名詞としての意味は必ずしも予測可
能なものとは言えないことから、名詞 noho「椅子」を動詞 noho と同じ語彙項目として扱って良いかど
うかには疑問が残るかもしれない。 
14 このような理由から、Shionoya (2009)では、動詞述語文の he を属性を表す時制・相指標と分析しており、
本稿でもそれを採用して、例文のグロスでも既にそれを反映して AT（属性）と表示している。 
15 Clark (1976:50)を参照。 
16 he が定冠詞などの他の限定詞と異なる点として、前置詞と共起しないという点がある。実は、一部の慣
用句に限られるが、he が様態を表す前置詞 me と共起する場合がある。me he N la という慣用句で「あ
たかも N のように」という意味を表す。例えば、N の部分に manu「鳥」を入れると me he manu la「あ
たかも鳥の様に」となる。これは、he がかつては純粋な不定冠詞であったことの痕跡と考えられる。 
17 岩崎(2016)は名詞句動詞句以外に、もう一つのタイプの句として動名詞指標ʻana が付加されたʻana 句につ
いて述べている。今回の議論にはʻana 句は含めなかったが、英語の動名詞同様、名詞句と動詞句の性質
を併せ持っている。 
18 タヒチ語の e については Lazard and Peltzer (2000:20)参照。 
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